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たんぽぽ計画（地球と宇宙空間の微生物と有機物の双方向伝播）では、地球から宇宙空間への微生物の脱出生存の可能
性や生命の誕生の基礎となる有機物の宇宙空間から地球への搬入可能性を評価する。この計画の 6つのサブテーマの中
の 2つのテーマ、「宇宙環境下での有機物変成」と「地球外有機物採集」の 2つに焦点を当てて行く。「地球外有機物の
宇宙変成」では、宇宙環境における有機物の生成・変成・分解を調べ、星間での有機物の化学進化と地球生命誕生との関
連を実証すること、生命の地球と地球外天体との間の移動の可能性を種々の生体関連有機物および複雑有機物の安定性
の観点から検討する事を目的としている。炭素質隕石や彗星中に種々の複雑有機物が検出されており，特に隕石抽出物中
にはアミノ酸 (前駆体)をはじめとする生体関連有機物や有機物構造体が見つかっている。ところで、地球周辺で宇宙塵
が受ける強い太陽紫外線 (極端紫外光を含む)や宇宙線に晒されることにより元来の有機物が変成 (アミノ酸の分解やラセ
ミ化)する可能性がある。とりわけ遊離体のアミノ酸は，紫外線や放射線に対して不安定であることが知られており、ど
れだけ安定に地球まで供給されるのかが疑問視されている。一方、われわれは，地球外物質中に含まれるアミノ酸の多く
は遊離体ではなく複雑な結合体である可能性が高いことを主張してきた。そこで、今回はアミノ酸であるイソバリンと、
それの前駆体である 5-エチルメチルヒダントイン、そして複雑態アミノ酸前駆体の CAW(メタノール、アンモニア、水
の混合物に対する照射で生成した複雑有機物)の溶液に対し、紫外線、重粒子線、γ線等を照射した。そして、これらの
アミノ酸関連分子が宇宙線・太陽紫外線に照射された場合にどのような変性を受けるか、特にアミノ酸 (前駆体)は宇宙
塵環境で安定に存在しうるのか、そして地球上の生命の誕生における宇宙塵などの地球外有機物の役割を評価している。
有機物採集実験では、宇宙塵、惑星間塵に含まれて地球圏へ飛来する有機物を最適化されたエアロゲルによって採集

し、地上に持ち帰り、宇宙塵中に含まれていると考えられる生体関連物質の分析をする事を目的としている。更に宇宙
塵捕集材であるエアロゲルに含まれるアミノ酸コンタミネーション評価を行った。また捕集する宇宙塵は微小な物質 (10
～100μmを想定)である為、含有されるアミノ酸は非常に微少量である事が予測される。そこで当研究室の各種HPLC
を用いてアミノ酸特に非タンパク質アミノ酸であるα-アミノ酪酸 (ABA)、α-アミノイソ酪酸 (AIB)、イソバリン (Ival)
をターゲットに高感度分析法の検討なども行い、今はこの来るべき TANPOPO計画に向けて、宇宙塵の捕集シミュレー
ション実験、宇宙からサンプルリターンした際の解析方法等を確立している最中である。
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